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本の出版において重要なのは出版社のブランドではなく、 
“本の中身（何が書いてあるか）である”と考えます。 

 
 自分の書いた原稿を、企業の大小にかかわらず、何社かの出版社に持ち込めば、なんとか書籍化できた

時代は遠い昔のことで、最近は著述業をしていても、一冊の本を書籍化することは容易なことではありま

せん。その原因は出版社の困窮です。具体的いえば、若者を筆頭に人々が本を読まないことが、出版社の

売れ行きを凋落させたといわれていますが、もっと大きな原因は、産業技術の変革の中で、IT という言葉
に象徴されるデジタル技術機軸の情報発信革命へ、出版社が乗り遅れたことが最大の原因でしょう。そこ

で、出版業界も電子書籍などという手法を注視し始めています。これは専用の携帯ディスプレイ画面で、

書籍をめくるような感覚で画面をスキャンしつつ読み進むという手法ですから、新し物好きな若い世代は

結構活用しているようです。 
 しかし、私のような書籍全盛の時代に学生時代を過ごした者にとって、知識導入の主役であった書籍の

利便性は他に替えがたいものです。例えば、内容は高度、価格は安価な文庫本に代表されるように、ポケ

ットにつっこんだりして持ち運び、いろいろな場所（寝床、便所、風呂場、車内等々）に持ち込んで読み、

鉛筆で自在に印をつけたり、栞代わりにページの端を折っておいたりしながら、ページを読み進んでいく

という、好き勝手ができる“アナログ手法の読書体験”はその紙をめくる感触とともに、人生そのものペ

ージをめくってゆく道筋、さらにいえば人間形成そのものに大きな役割を果たしてくれました。 

 その筆者が出版業界のこのような現状を嘆いてばかりでなにもしないというのでは、書籍文化に申し訳

が立ちません。確かに、今日は自費出版という手法もあり、出版業界に依存しない作品発表は可能ですが、

これにはあきれるほどお金がかかります（なぜそんなにお金がかかるのかは、出版社の言い分次第の説明

で煙にまかれます）。では、出版社から相手にされず（今の教育図書は、現体制の批判を好みませんからそ

のようなことがよくあります）、お金も潤沢に用意できなければ書き手はいつもなにもできないのでしょう

か？？？あるいは出版社の担当者のいうがままに、内容を書き換えるほかないのでしょうか。ノン！ノン！

もちろんそんなことはありません。今日は誰もが机上にパソコンとプリンタを備えていますから、デスク

トップパブリッシングは可能です。とりわけ、筆者のような“スローライフ”を標榜している書き手は、

このような時代だからこそ『なんとも、スローな、コストパフォーマンスの悪い手づくり出版技術に拘る』

必要があるようにさえ思えます。むろん、近い将来は印刷所と製本所を経由した刷り物に仕立て上げるに

せよ、当面は、一つの反骨として、『手作りに拘る』取り組みをしてみるのも面白いではありません。 
 そこで、ここに『ふくろう手づくり新書』という筆者だけのブランドを立ち上げ、最近の出版社からは

書籍化するのが難しい現教育批判の書を『ふくろう手づくり新書』とし、新たな教育改革への提案も含め

た内容でハンドメイドし、数を売ることではなく、より多くの皆さんに読んでいただくことを目標に、コ

ツコツと作業を続けたいと思います。ふくろう手づくり新書の第一弾は“『演の力』を再び－学校教育の活

性化に向けて 著者 川村史記 監修者 福島 康－”です。 



『演の力』を再び ―学校教育の活性化に向けて― 
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